
高レベル放射性廃棄物等の
地層処分事業について
ご紹介します。

2022年12月号

11月29日に「総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 原子力小委

員会 第21回地層処分技術ワーキンググループ（以下、地層処分技術WG）」

が開催されました。

地層処分技術WGで

使用した資料は

こちら

https://www.numo.

or.jp/topics/202222

112917.html

文献調査結果の取りまとめに向けて
国の審議会で技術的/専門的な議論が始まりました！

地層処分技術WG
とは？

経済産業省の諮問機関である原

子力小委員会の下に設置された、

地質や土木などの知見を有する

12名の専門家から構成される審

議会です。

出典：2022年11月29日地層処分技術WG NUMO説明資料「文献調査段階の評価の考え方（案）その1」より

※「科学的特性マップ」の策定時にも、その具体的要件・基準等について地層処分技術WGで審議されました。

総合資源エネルギー調査会 原子力小委員会 放射性廃棄物WGにおいて、文献調査の取り

まとめに向け、特に技術的/専門的な事項については、透明性あるプロセスの中で丁寧に

評価していくことが重要との認識が示されました。その議論の場として、地層処分技術

WGが5年ぶり※に再開されました。本WGでは、NUMOが整理する「文献調査段階の評

価の考え方（案）」について、技術的/専門的な観点から委員の皆さまに議論・評価を

行っていただく予定です。NUMOは、文献調査の評価が地域住民の方々にとって有益な

情報となるよう、地域に寄り添った情報発信に努めてまいります。

------- NUMOの説明内容 -------

● 文献調査段階の評価の考え方（案）

①「最終処分法で定められた要件」の具体化

②具体化した項目ごとの基準案の一部

● 寿都町・神恵内村の文献調査の現状

https://www.numo.or.jp/topics/202222112917.html
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委員の方からいただいた主なご意見

要件の具体化について

⚫ 文献調査で評価できなかった問題に対しては、概要調査でどのようなデータを取得

することで解決できるのかを示すことを検討してはどうか。

今後のWGでの検討の進め方について

⚫ 法定要件ではない地下水流動や地史などは、その他の評価として取り扱うことを

検討してはどうか。

情報発信について

⚫ 検討の枠組みを委員会で共有することは、委員にとって重要であるのは勿論のこと、

地域の皆さまにどういった検討がなされているのかをご理解いただく上で有用。

「WOMAN EXPO 2022 Winter」にて地層処分をご紹介しました

11月26日に開催された「WOMAN EXPO 2022

Winter」（主催：日経BP社）にブース出展し、

当日は298名の方々にご参加いただきました。

地層処分について、クイズを楽しみながら知って

いただく機会となり、「私たちにできる事は何か、

しっかりと考えたい」との声もいただきました。

●●● 国内外の叡智を結集して ～国際会議に参加～ ●●●

11月14日～17日、米国原子力学会が主催する

「高レベル放射性廃棄物管理に関する国際会議」が

フェニックス（アメリカ・アリゾナ州）で開かれ、

NUMOの職員4名が「三次元核種移行解析における

統計的サンプリング手法の妥当性確認」「仮想地質

環境モデルを用いた処分場の配置設計の検討」等の

技術開発成果の発表を行いました。会議への参加を

通じて各国の参加者と意見交換でき、技術者間の

ネットワークをさらに広げることができました。
▲NUMO職員による発表の様子




